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★今回計画で強調している視点

 男女共同参画社会の実現

相談体制の整備と被害者

支援の充実

被害者の保護･支援に向けた

関係機関との連携強化 

「男女共同参画社会」とは

●男女がお互いの人権を大切にする社会

●性別にかかわりなく、個性と能力を十分に発揮することができる社会

●一人ひとりのさまざまな生き方が尊重され、だれもが生きやすい社会

●男女が責任も喜びも分かち合う社会

　令和 2 年度から令和 6 年度までの 5 年間とします。

　社会情勢の変化などに応じて、必要があれば内容の見直しを行います。

◆計画の期間

　男女共同参画社会の実現に向けて、４つの基本目標を定め、具体的な取組を進めます。 

◆計画の内容 

　男女共同参画社会の実現は、21 世紀の日本の社会にとって最重要課題として位置付けられています。

　唐津市では、平成 27 年に「唐津市男女共同参画行動計画（第３次）」・「唐津市 DV 被害者支援基本計画（第２

次）」、平成 30 年に「唐津市女性活躍推進計画」を策定し、課題解決に努めてきました。

　令和２年３月にこれらの計画期間が終了するにあたり、成果や課題を整理し、少子高齢化・人口減少、ライフ

スタイルの変化など多様化する社会情勢に総合的かつ計画的に対応するため、３つの計画を一本化して「唐津市

男女共同参画基本計画（第４次）」を策定しました。

◆計画策定の趣旨

唐津市男女共同参画基本計画（第４次）

女性活躍推進計画
DV 被害者支援

基本計画（第２次）

男女共同参画

行動計画（第３次）

唐 津 市 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画（ 第 ４ 次 ）

唐 　 津 　 市

唐津市男女共同参画

推進協議会

唐津市男女共同参画

推進本部

市民や学識経験者、その他社会的な

貢献を行う団体で組織

市の部長職などで構成

達成状況と

成果の点検

達成状況の報告
施策・事業の調整、

進捗管理

各主体が

協働して

取り組みます

市民

教育機関

事業者

NPO

地域活動

団体等

基本理念

基本目標１

固定的な性別役割分担

意識の解消

幼少期からの

男女共同参画意識の形成 

政策･方針決定過程

への女性の参画促進

市役所での取組強化

★

★

男女共同参画の意識

づくり・社会づくり  

基本目標３

★

男女がともに働きやすい

環境づくり 【唐津市女性活躍
推進計画（第２次）】 

★

男女間の暴力のない

社会づくり 【唐津市 DV 被害者支援
基本計画（第３次）】

基本目標４

職場における男女共同

参画と女性活躍の推進 

農林水産業、商工自営業に

おける男女共同参画の推進

ワーク･ライフ･バランス

の推進

男女間のあらゆる暴力の

根絶

★

安全・安心な社会づくり

基本目標２

地域防災における

男女共同参画の推進

生涯を通じた心身の

健康支援 

暮らしに困難を抱えた

人への支援
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成果指標

　男女共同参画社会を実現するためには、すべての人が男女共同参画の理念を認識し、必要性を理

解することが重要です。

　性別で役割を決める固定的な性別役割分担意識を解消し、お互いを認め合い、多様な選択ができ

るよう男女共同参画の理解促進、教育・学習の充実に取り組みます。

　また、地域や職場など社会のあらゆる分野で、政策や方針の決定過程に男女が対等な立場で参画

できるように、男女共同参画の意識づくりの取組を推進し、その実践や行動へとつなげていきます。

男女共同参画の意識づくり・社会づくり 安全・安心な社会づくり

　集中豪雨や地震などの災害時には、平常時の社会の課題が顕著に表れることから、男女共同参画

の視点で地域防災を考え、災害時に備えた意識の醸成と具体的な取組を検討します。

　また、男女が生涯を通じていきいきと過ごすためには、心身の健康を保つことが重要です。性の

特性に応じた心身の健康づくりと、妊娠・出産に関する理解促進に取り組みます。

　更に、女性であることで、さまざまな困難を抱える人が日常に感じている不安や不便を軽減し、

すべての人が自立した生活を送れるよう、環境整備に取り組みます。

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」など、性別で役割を固

定する考え方に反対する割合（反対、どちらかといえば反対）

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」など、性別で役割を固

定する考え方に反対する市職員の割合（反対、どちらかといえば反対）

「男のくせに・女のくせに」、「男らしく・女らしく」などと言われて、

嫌な気持ちになった中学生の割合

「男女共同参画社会」の認知度（意味を知っている、聞いたことがある）

審議会等委員に占める女性の割合

指　　標　　名 現　状　値 目標値（R6年度）

79.9％

（Ｈ30 年度）
100％

62.3％

（Ｈ30 年度）
70％

9.7％

（Ｈ30 年度）
0％

33.3％

（Ｈ30 年度）

40％（早期）
更に 50% を

目指す

68.8％

（Ｈ30 年度）
100％

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方の賛否

（１）固定的な性別役割分担意識の解消

　・男女共同参画の意識啓発と情報提供

　・男女共同参画に関する調査、情報収集

（３）政策・方針決定過程への女性の参画促進

　・公的審議会等への女性委員の登用促進

　・あらゆる分野における女性の参画促進

（２）幼少期からの男女共同参画意識の形成

　・家庭や地域での男女共同参画の推進

　・学校等での男女共同参画教育の推進

（４）市役所での取組強化

　・男女共同参画の意識向上と女性活躍の推進

施策の展開

基本目標❶ 基本目標❷

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

■賛成　■どちらかといえば賛成　■どちらかといえば反対　■反対　■わからない　■無回答

注）・H20 及び H25 では、設問「男は仕事、女は家庭だと思う」のもと、選択肢「わからない」は「どちらでもよい」として調査を実施。

　  ・回答結果の割合「％」はサンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第 2 位で四捨五入したものです。

　　 そのため、合計値が 100.0％にならない場合があります。

資料：唐津市男女共同参画社会づくりのための市民意識調査（平成 30 年）：問１-(2)

H30 全体

629 人
5.4 18.9 31.0 31.3 10.3 3.0

11.0 14.3 14.3 24.7 32.8 3.0

13.2 19.9 11.4 19.5 30.1 5.8

H25 全体

1,086 人

H20 全体

1,173 人

女性の身体を守るために知っておいた方がいいこと

施策の展開

（１）地域防災における男女共同参画の推進

　・男女共同参画の視点に立った防災対策の推進

　・防災分野への女性の参画促進

（３）暮らしに困難を抱えた人への支援

　・困難を抱えた人が安心して暮らせる環境の整備

　・性別にかかわりなくあらゆる人の人権尊重に向け

た意識啓発と情報提供

（２）生涯を通じた心身の健康支援

　・性の違いに応じた心と身体の健康づくり

の推進

　・妊娠・出産に関する理解の促進

成果指標

がんの検診受診率

消防団員に占める女性の割合

指　　標　　名 現　状　値

1.3%

（Ｈ31 年度）

子宮頸がん 42.3％

乳がん 25.3％

（Ｈ30 年度）

目標値（R6年度）

2％

50％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

■女性 355 人　　　　■男性 265 人

資料：唐津市男女共同参画社会づくりのための市民意識調査（平成 30 年）：問 13

妊娠・出産に
ついて

更年期障害・婦人科の
病気について

性感染症・HIV/ エイズに
ついて

人工妊娠中絶が女性の
身体に与える影響について

避妊について

不妊症について

その他

無回答

73.6
71.3

31.3
39.7

35.8
45.9

29.8
43.1

29.8
34.4

1.5
2.0

7.9
6.2

62.6
73.2
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基本目標❸ 基本目標❹

成果指標

　暴力は、性別や加害者、被害者の立場を問わず、決して許されるものではありません。特にDVは、

犯罪となる行為も含む重大な人権侵害で、家庭内で行われるため、発見が困難な上に、加害者に罪

の意識が薄いという傾向があり、暴力がエスカレートして被害が深刻化する傾向にあります。

　被害者の多くは女性で、その根底には女性の人権の軽視があると言われています。

　DV 防止の意識啓発や情報提供、相談窓口の整備、被害者を発見し保護するための緊急体制や自

立に向けた支援の充実など、庁内の部署や庁外の関係機関との連携を強化しながら、男女間の暴力

のない社会の実現に取り組みます。

唐津市女性総合相談窓口への DV 相談件数の推移

成果指標

「デート DV」の認知度（言葉も内容も知っている又は言葉は知っている）

「DV」の認知度（意味まで知っている又は聞いたことがある）

夫婦間における次のような行為を“暴力”と認知する人の割合

①【精神的暴力】友人関係や電話を細かく監視する

②【経済的暴力】必要な生活費を渡さない

③【性的暴力】避妊に協力しない

指　　標　　名 現　状　値

①  － ％

②  － ％

③  － ％

※現状値、未把握

88.9％

（Ｈ30 年度）

52.3％

（Ｈ30 年度）

目標値（R6 年度）

①～③

100%

100％

60％（早期）

更に 100％を目指す

資料：唐津市子育て支援課

H26 年度

H27 年度

H28 年度

H29 年度

H30 年度

　共働き世帯が増加している一方で、家事、育児、介護は、その多くを女性が担っており、女性が

働く上で大きな負担になっています。

　男性も女性もいきいきと働ける環境づくりを目指して、男性中心型の労働慣行や長時間労働を前

提とした職場風土の見直し、柔軟な働き方や休暇制度など、就労環境の整備を推進します。　

　また、男女がともに仕事と家庭・地域生活を両立できるように、ワーク・ライフ・バランスの実

現に向けて取り組みます。

唐津市内企業における係長相当職以上に占める女性の割合

女性活躍推進の取組を進めている企業の割合

女性農業委員数（全 19 人）

「ワーク・ライフ・バランス」の認知度

（意味まで知っている又は聞いたことがある）

市内企業の管理職（課長職以上）に占める女性の割合

指　　標　　名 現　状　値

19.7%

（Ｈ30 年度）

41.7％

（Ｈ30 年度）

２人

（Ｈ31 年度）

63.3％

（Ｈ30 年度）

目標値（R6 年度）

25%

50％

７人

100％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

■女　性　　　　　■男　性

資料：唐津市女性の活躍推進に関する企業アンケート（平成 30年）：問 4

部長相当職

以上

課長相当職

以上

係長相当職

以上

16.1 83.9

19.7 80.3

23.7 76.3

0 20 40 60 80 100 120 140（件）

119

67

38

30

46

男女がともに働きやすい環境づくり 男女間の暴力のない社会づくり

施策の展開

（１）職場における男女共同参画と女性活躍の推進

　・男性中心型労働慣行等の見直しと女性の登用促進

　・ハラスメント防止対策の推進

（３）ワーク･ライフ･バランスの推進

　・ワーク･ライフ･バランスの意識啓発と情報提供

　・仕事と子育て･介護を両立できる環境の整備

（２）農林水産業、商工自営業における男女共同参

画の推進

・働きやすい労働環境の整備促進と経営への女

性の参画推進

・女性の就業･起業支援

施策の展開

（１）男女間のあらゆる暴力の根絶

　・暴力防止に向けた意識啓発と情報提供

　・若年者に対する DV 予防教育の推進

（３）被害者の保護･支援に向けた関係機関との

　　  連携強化

　・関係機関との連携強化

（２）相談体制の整備と被害者支援の充実

　・相談体制の整備と相談窓口の周知

　・被害者の安全確保の徹底

　・被害者支援の充実
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